
《子ども会を行います》  

３月５日（土）は、子ども会です。お子さまたちはこの日に向けて毎日少しずつ練習に取り組んでいます。先日、予行演習をしました。昨年までの予行で

は、他のクラスのお子さまがお客様の役となり見学をしてきましたが、今年は感染予防のため一クラスずつ行ったため、数人の職員がお客さん役となり、予

行を進めました。これまでの練習でも、他のクラスの友だちに見られる経験がなかったお子さまたちは、特に低年齢のクラスのお子さまに戸惑いが見られま

した。それでも始まってしまえばいつも通りの姿で、楽しそうに参加するお子さま、緊張気味のお子さまなど様々な表情が見られましたが、皆、最後まで自

分の役を全うしていました。 

また、劇の大道具や小道具類もそれぞれの年齢に合わせた内容の物が作られています。特に年長児になると、単に劇だけをするのではなく、そこに必要な

物を担任や友だちと一緒に相談をし、用意をしたり作ったりしていきます。これまでの経験をもとに一つの劇を作り上げていく姿は、見ていて感慨深いもの

があります。そして合奏も同じように、これまでの経験と、毎日の少しずつの積み重ねがあってこその本番となります。保護者の皆さまには当日だけではな

く、これまでの過程を想像していただき、お子さまの頑張りを応援していただけたらと思います。本日、お子さまが子ども会のプログラムを持ち帰りました。

お子さまたちの手作りの招待状です。お家の人に見に来てもらえることを楽しみにしながら頑張って作りましたので、当日は忘れずにお持ちください。 

なお、今年度はコロナウィルスの感染予防措置としまして、保護者席を指定席とさせていただきました。お子さまの立ち位置に

よっては、多少見えづらいこともあるかもしれませんがご理解いただけたらと思います。また、指定席とさせていただきましたの

で、開場時間に合わせてご来園いただきますようお願いいたします。併せて、ご来園いただけない保護者の皆さまにもご覧ただけ

るよう、ライブ配信も行いますのでそちらもご活用ください。 

お子さまと保護者の皆さまにとりまして思い出深い子ども会となりますようお手伝いさせていただきます。どうぞ最後までお楽

しみください。 

《保護者総会・懇談会について》 

 ９日（水）の保護者総会、懇談会につきましては、近隣の小学校、保育施設においてコロナ感染が増えていることを鑑み、保護者総会は中止とし、懇談会

は、Web 会議サービスの ZOOM を利用しての懇談会とすることにしました。今年度最後の懇談会となりますので中止ではなく、どうにか開催できないかと

考え、このような形をとることにしました。 

初めての試みとなりますので、保護者のみなさまとスムーズにつながるか、など少し不安もありますが、本日配布のお手紙をご覧になって準備をお願いし

たいと思います。ご不明な点がありましたらお気軽に園にお問い合わせください。どうぞよろしくお願いいたします。 

     園長 影山 幸江 

親子で運動遊び 
 

今月の運動遊び     ぐーぱードン！ 
 

運動方法：両手をつないで見つめ合い、脚の開閉跳びを繰り返す。「わー！」と声を出しながらどちらが速いか競争する。  

運動の分類：移動系    運動の効果：脚力、敏しょう性、筋持久力  

 

１ 両手をつなぎ、お互いの目を見る。←ここがポイント！ 

 

  

 

２ せーの！で足を閉じたり開いたり（グー、パー）する。 

 

 

 

              ３ 慣れてきたらぐーぱーの速度を上げていく。その際に「ワー！」と声を出す。 

              どちらが速くグーパーできるかを競争する。 

 

★目を合わせたまま動くことは意外に難しいですが、 

慣れたらにらめっこしながら行うなどアレンジしても面白いと思います。★ 

《戦争と平和 － 危うい均衡》 

 こうした標題は幼稚園関係の文書にはふさわしくありません。しかし、２月２４日から始まった、ロシア軍によるウクライナへ

の侵攻には本当に暗澹たる気持ちにさせられました。政治を行うには権力は必要です。これはやむをえないと思います。しかし権力

の行使によって、人びとの命と権利が奪われ、幼いこどもたちまで犠牲になる…こんなことがあって良いのでしょうか。 

それぞれの国にはそれぞれの歴史があります。それとともに「歴史は繰り返す」、ということばもあります。日本は先の戦争で一

敗地にまみれ、310 万人ものたいへんな犠牲者を出しました。その後７７年、日本は平和です。でも歴史上の７７年など、人類史

上ではほんの一瞬。地球上でも稀です。東欧は、帝政ロシア、ソヴィエト連邦、現在のロシアと、体制こそ異なっても、ロシアは周

辺諸国からは常に恐れられて来ました。なにせ地続きですからその圧力は相当なものがあったでしょう。言語、民族、宗教が入り組

み、過酷な歴史を歩まざるをえない地域であるといえます。そんな中で、またもやの事態。「歴史は繰り返す」。 

ウクライナに留まる人も脱出する人も、生活上の困難さは想像できません。自分が生まれ育ち生活している場を、殺されないため

に逃げなければならない。そのなかで、こどもたちはどうしているのでしょう。こどもたちの流す涙の映像は胸を打ちます。 

私たちは今、コロナの渦中にはあっても暴力的に生存を脅かされてはいるわけではありません。でもそれは未来永劫保障されたも

のではないこと、このことを今回のウクライナの危機は教えてくれていると思います。          理事長 山城 清邦 
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